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講 演 会 概 要 
 
 
演題：  「アジア地域の人材育成 ～AUN/SEED-Net の経験と今後の展望～」 
 




日時：  2014 年 5 月 12 日（月） 15：00～16：30（受付開始 14：30） 
 





（AUN/SEED-Net）」は、アセアン 10 カ国の 26 中核大学と日本の 14 大学が参画し、アセアン各国
の教育・研究能力の向上と各国大学間の連携強化に向けて、「留学」「共同研究」「ネットワーク形



















































【事務局】はい。１時間と、その後 30 分位、質疑です。 
 
【三木】はい、了解です。時間が十分にありますので、ゆっくりお話をしたいと思います。 
SEED-Net、あまり聞きなれない言葉かと思いますが、AUN/SEED-Net、まず AUN は ASEAN 
University Network、ASEAN の中にある組織で、それと、そこにくっついた格好で、South East Asia 
Engineering Education Development Network という組織があります。これは別に ASEAN の下に作




【三木】できていた、渡辺さんは関係されたのだと思いますが、別に SEED-Net は ASEAN の下
に作ったわけではなくて、日本が作ったもので、組織的に、運用上、AUN の下に置いたということで
あります。 
今、現状としては、ASEAN の 10 カ国の中からトップランクの 26 大学が参加している。それをサポ
ートする形で日本のトップランクの 14 大学がそれをサポートする格好になっています。運用形態とし
ては、これは日本の ODA の 1 つになりますが、JICA が運用する格好になっています。 
プロジェクトの歴史ですが、2001 年から 2 年間の準備期間があり、その後、フェーズ 1、フェーズ 2、






フェーズ 1、フェーズ 2、私自身はフェーズ 2から国内の支援委員会の委員長を務めました。私の

































チュラロンコンが今年創立 100 周年となりますが、それに合わせて、全体で 100 番に入るんだという
大キャンペーンになっています。これは中国の大学がやってきたことですが、中国だけではなくなっ
































of Technology of Cambodia)、カンボジアのヤンゴンにある工科大学。それから、次はラオスの国立
大学。それから、インドネシア、 ITB (Institut Teknologi Bandung) はバンドンですが、UGM 


















それから、マスターが約 600 になりますが、こういう状況で、延べで言うと 1,000 名を超えています。
実数でいくと 800ぐらいの人間が、SEED-Netのこのアンブレラの下で上位のディグリーを取り、活躍












































やったので、あとは定着させていく。特に、人材育成なんていうのは 5 年や 10 年では始めたばかり
です。PhDを取るには、学部でいったら最低 5年かかります。10年間で評価するって、でも、出た人
間の評価はどうですかと言われたって、これ、SEED-Net で PhD を取った、一番先の人間で 5 年で
すよね。そうすると、PhD でも 5 年後の人材が、どれぐらいいい仕事をしているかなんて、評価は簡
単にできない。ここいらが問題になってくると思います。 





















































ーディング大学の教員にしていくかということになります。今 SEED-Net の年間予算が 8 億弱です。
8 億弱でこれだけのプログラムを動かすというのは、大変苦しいんですね。例えば今度動くさくらサイ




























































































































































今後、SEED-Net を徐々に独立をさせていこうというように考えています。これ、現状全て JICA が
動かしています。今、私が月 1 回行っています SEED-Net オフィスには、JICA の職員が 2 人と、そ





































































































それで、提供資金額の低下というのは、これは、1st、2rd フェーズは 5 億、6 億で動いていたもの





























【事務局】 4 大学しかないです。 
 




























































































































































































【事務局】 そうですね、データ的には、日本で 500 人以上を出しているのが 5 大学ですし、300










































































































































































































ただ、その中でも ASEAN SEED は、当時は第１フェーズから第 2 フェーズに伸び盛りの時期であ
りましたが、一方でタイを見ますと、AIT (Asian Institute of Technology)、アジア工科大学がござい
まして、今日西野先生のお名前が出たんですが、西野先生はかつては AIT の副学長になられたり、































































































































































ASEAN University Network / 
South East Asia Engineering Education Development Network
<Project Period>                                                                       
Preparatory Stage : April. 2001 - Mar. 2003                             
Phase 1 : Mar. 2003 - Mar. 2008
Phase 2 : Mar. 2008 - Mar. 2013                       
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1) Institut Teknologi Brunei (ITB-BRU)
2) Universiti Brunei Darussalam (UBD)
Kingdom of Cambodia
1) Institute of Technology of Cambodia (ITC)
Republic of Indonesia
1) Institut Teknologi Bandung (ITB-INA)
2) Universitas Gadjah Mada (UGM)
3) Universitas Indonesia (UI) 
4) Institut Teknologi Sepuluh Nopember (ITS) 
Lao People’s Democratic Republic
1) National University of Laos (NUOL)
Malaysia
1) UniversitI Malaya (UM)
2) Universiti Sains Malaysia (USM)
3) Universiti Teknologi Malaysia (UTM)
4) Universiti Putra Malaysia(UPM)
Republic of the Union of Myanmar
1) University of Yangon (UY)
2) Yangon Technological University (YTU)
Republic of the Philippines
1) De La Salle University (DLSU)
2) University of the Philippines-Diliman (UP)
3) Mindanao State University – Iligan Institute of 
Technology (MSU-IIT) 
Republic of Singapore 
1) Nanyang Technological University (NTU)
2) National University of Singapore (NUS)
Kingdom of Thailand
1) Burapha University (BUU) 
2) Chulalongkorn University (CU)
3) King Mongkut's Institute of Technology 
Ladkrabang (KMITL)
4) Kasetsart University (KU)
5) Thammasat University (TU)
Socialist Republic of Viet Nam
1) Ho Chi Minh City University of Technology 
(HCMUT)



















化学工学 DLSU, UGM, UM 東工大、京大、東大
土木工学 CU,UM, UTM, TU 北大、東工大
情報工学 KMITL, UGM 東海大、豊橋技科大、北大
電気・電子工学 CU, UM, UP, ITS 東工大、慶應大
地質・資源工学 UGM, CU,USM 九大、北大、早稲田大
材料工学 USM, UGM, UM 豊橋技科大、京大、東工大































































































































































































































4th phase  あるいは New Programs
• AUN SEED Netのネットワークは大変大きなアセット、
簡単には構築できない
• AUN SEED Netの修了生も大変大きなアセット
このようなアセットをどのように有効に使うのか（案）
①学位を出せる連合大学院：アセアン連合大学院
法令や財務、組織構成などの観点から、調査する。
ジョイントディグリー、ダブルディグリーなども含む
②学位は出さない研究者の連合体（分野別連携が現実的）
既存の分野・テーマごとの「ネットワーク」を取り上げて、
運営手法や活動を調査する。
アジアでの科学技術分野の知の拠点

